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（別紙） 

矢板市林業成長産業化推進アクションプラン 2021-2023 

 

矢板市の林業・木材産業が目指す姿 

 自然条件および社会条件が木材生産に適した林地において、人工林が、その潜在生産力を最大限に発揮し、持続的、安定的に木材

を生産できるような構造となる 

 次世代が、現世代よりも、より収益性が高く安定した、持続可能な産業構造を持った林業及び木材産業となる 

項目 アクション 目標 2021 2022 2023 

1. 持続可能な人

工林への移行 

主伐再造林を推進し、偏った齢級構成を平準化して持続的な林業活動の

基盤を築きます。 

主伐再造林面積 

90ha/年 

            

(1)儲かる主伐再

造林の推進 

事業地を集約化して、主伐から再造林・下刈終了までの契約により所有

者に利益を還元し、主伐期の人工林の世代交代を図る。 

所有者の収益 

下刈終了までの育

林費込み 100 万円

/ha 以上+下刈ま

での育林費 

            

 A-1 主伐・再造林の収支の透明性の向上 

森林所有者の収益（立木代金－育林経費）を内訳とともに公表する 

* * * * * * * * * * * * 

(2)素材生産業の

能力向上 

従事者の収入と安全性の向上と生産性の向上により、地域の伐採可能量

の増大に対応する。 

皆伐主作業生産性 

30m3/人日 

重大災害発生件数 

0 件 

            

 A-2 作業システムの改善 

工程ごとの生産性やランニングコストを記録し、セット全体として

の生産性向上を図る 

  * * * * * * * * * * 

 A-3 高性能林業機械の導入 

セット全体の処理能力及び生産性と安全性の向上を図るため、林業

機械を更新、導入する 

            

 A-4 作業システムに関する情報交換の実施 

矢板地区において素材生産を行っている関係者により情報交換を行

い、地域全体の作業システムの改善を図る 

    *    *    * 
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(3)素材生産事業

体の拡大 

素材生産事業体の新規参入により、地域の伐採可能量の増大に対応す

る。 

主伐再造林の 1 か

所当たり平均面積 

3ha 

主伐再造林の実施

事業体数 

前年より増 

            

 A-4 主伐対象林分の集約化推進 

所有者情報の共有を図り、主伐を同時に行う対象林分として複数の

小班を集約化し、施業単位を効率的な面積とする 

    * * * * * * * * 

 A-5 新規参入事業体の誘引 

急増させる主伐再造林の計画量を達成するために、市内外の素材生

産事業体の新規参入を促進する 

    * * * * * * * * 

(4)育林作業の省

力化 

コンテナ苗を活用した主伐と植付の一体作業、下刈の省略などの育林の

省力化により大幅に増加する新植面積に対応しつつ着実な成林を図る。 

再造林の方法 

一体作業 100% 

下刈回数 

平均 2 回 

植栽密度 

1,600 本/ha 

            

 A-6 一体作業の実施 

コンテナ苗を用いて、主伐と同時に新植を行う 

* * * * * * * * * * * * 

 A-7 下刈の省略 

植栽後苗木の成長と競合植生の状態を観察して最小限の回数を実施

する 

 *    *    *   

 A-8 現地検討会、技術検討会、研修会等の実施 

所有者に一体作業、下刈の省略など低コスト化の技術に関する理解

を得ること及び事業者の理解促進、技術情報交換のため現地検討会

等を開催する 

  *    *    *  

 A-9 植栽本数の疎植化 

国・県の実施状況を勘案しつつ苗木本数や間伐回数の減など低コス

ト化に向けて普及する 

        * * * * 

(5)現状にマッチ

した路網の整備 

A-10               
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項目 アクション 目標 2021 2022 2023 

2. 素材の安定需

給体制の構築 

市況の短期的な変動を緩和し、数量・価格共に安定した需給の仕組

みを構築し、素材生産事業体、森林組合等（供給者）と木材加工工

場、木質バイオマス発電所等（需要者）双方の安定した経営環境を

実現します。 

安定需給協定による素

材の取引量 

20,000m3/年 

            

 A-11 素材安定需給協定の仕組みの検討 

協定締結全体の管理の方法、協定する内容、数量及び価格の決

定方法、協定の効力や公表の方法など仕組みについて検討し決

定する 

素材安定需給協定書の

様式、数量・価格の協

議・決定方法等が決定

される 

* * * * * * * *     

 A-12 素材安定需給協定の試行 

協定取引を試行し、問題点、課題を抽出し、内容の検討にフィ

ードバックする 

協定取引が試行される 

結果に関する情報が開

示・分析・評価される 

分析・評価の結果が協

定に反映される 

    * * * *     

 A-13 素材安定需給協定の本格実施 

試行の結果を反映して見直した協定により、安定した取引を行

う 

安定需給協定による素

材の取引量 

20,000m3/年 

        * * * * 

               

               

項目 アクション 目標 2021 2022 2023 

3. 目標達成に向

けた進行管理 

アクションプランの目標達成に向けて、２つのアクションの達成

状況をモニターし、分析及び評価を行い、必要に応じて関係者が

協議を行い、新たに生じた問題や課題に対応します。 

実行中に生じた問題、課

題に対応する体制が機能

している 

            

 A-14 進行管理体制の構築  *            

 A-15 進行のモニタリング、分析、評価   *  *  *  *  *  * 

 A-16 問題・課題への対応に関する協議     *    *    * 

 


